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【
村
山
大
和
・
書
記
・
青
木

美
樹
通
信
員
】
4
月
17
日
、
東
大

和
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て
1

0
2
人
の
参
加
で
、
第
55
回
村
山

大
和
支
部
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
招
集
型
で
の
開
催
は
2
年
ぶ

り
で
し
た
が
、
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
分
科
会
を
行
な
わ
ず
に
半

日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
で
き
る
事
を

見
つ
け
て
取
り
組
ん
だ
秋
の
拡
大

で
9
年
ぶ
り
に
2
千
人
を
超
す
組

織
に
な
っ
た
事
、
各
種
支
援
金
の

相
談
や
土
建
国
保
減
免
な
ど
、
困

っ
て
い
る
仲
間
へ
の
支
援
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

専
門
部
の
報
告
提
案
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す

る
特
別
決
議
、
財
政
報
告
と
新
年

度
予
算
の
提
案
な
ど
が
行
な
わ

れ
、す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
宮
澤
良
明
。
副
委
員
長
・
荻
野

輝
明
、
大
田
穣
充
、
坂
村
昇
、
亀

澤
明
子
。
書
記
長
・
白
倉
良
道
。

書
記
次
長
・
唐
澤
孝
輔
、
平
野
隆

之
、
植
木
博
一
。

【
江
戸
川
・
書
記
・
中
村
安
彦

通
信
員
】
4
月
3
日
、
支
部
会
館

に
お
い
て
第
71
回
江
戸
川
支
部
大

会
を
開
催
、
全
体
で
1
1
7
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
前
回
同
様
、
代

議
員
数
を
縮
小
し
、
感
染
対
策
を

徹
底
す
る
中
で
午
前
中
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
遠
藤
喜
世
志
委
員
長
が

激
動
の
1
年
間
を
ふ
り
返
り
、
限

ら
れ
た
時
間
で
の
建
設
的
な
討
議

を
、
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
釜

谷
書
記
長
の
基
調
報
告
で
は
、
江

戸
川
区
公
契
約
条
例
制
定
や
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
最
高
裁
勝
訴
な
ど
創

立
70
周
年
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
画

期
的
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
と
報
告
が
あ
り
、
「
混
迷
す

る
世
界
の
中
で
仲
間
の
命
と
平
和

な
生
活
を
守
ろ
う
」
と
呼
び
か
け

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
・

予
算
の
提
案
も
簡
潔
に
行
な
わ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
役
員
を
代
表
し
て
、
亦

野
茂
人
・
前
常
任
執
行
委
員
の
あ

い
さ
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
遠
藤
喜
世
志
。
副
委
員
長
・
津

端
英
男
、
木
城
幸
二
、
髙
梨
俊
一
、

清
水
辰
夫
、
武
山
文
彦
、
田
嶋
隆

人
。
書
記
長
・
釜
谷
邦
朗
。
書
記

次
長
・
中
村
安
彦
、
池
田
創
、
藤

井
文
理
。

あいさつする新委員長の宮澤さん

選出された新執行部

【
江
東
・
書
記
・
伊
藤
忠
通
信

員
】
第
67
回
江
東
支
部
定
期
大
会

を
4
月
10
日
、
に
支
部
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
総
勢
1
0
0
人
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
、

3
年
ぶ
り
の
分
科
会
開
催
を
予
定

し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
の

高
止
ま
り
を
考
慮
し
、
急
遽
半
日

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
冒
頭
、
委
員
長
か
ら
昨
年

も
制
約
が
あ
る
中
で
も
旺
盛
な
組

合
活
動
に
尽
力
し
て
く
れ
た
仲
間

へ
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
基
調
報
告
で
は
昨
年

の
総
括
と
、
次
年
度
も
群
組
織
強

化
に
重
き
を
置
い
た
拡
大
行
動
に

注
力
し
て
い
く
方
針
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
半
日
開
催
の
た
め
、
当

日
の
質
疑
は
、
基
調
と
財
政
報
告

の
み
と
な
り
、
各
専
門
部
の
質
疑

は
書
面
受
け
付
け
、
後
日
回
答
と

な
り
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
冨
樫
康
弘
。
副
委
員
長
・
菅
野

元
淑
、
野
田
智
文
、
花
岡
康
雄
。

書
記
長
・
実
川
英
治
。
書
記
次
長

・
村
瀬
健
一
郎
、
伊
藤
忠
。

【
西
東
京
・
書
記
・
関

真
太
郎
記
】4
月
10
日
、

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
た
第
62

回
支
部
大
会
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
に
よ
り
意
見
質

問
は
事
前
に
受
け
付

け
、人
数
を
縮
小
し
、代

議
員
30
人
、
来
賓
2
人

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
制
限
が
加
え

ら
れ
る
中
で
も
、「
一
人
の
仲
間
も

取
り
残
さ
な
い
」
組
合
活
動
で
、

建
設
従
事
者
の
た
め
の
労
働
組
合

で
あ
る
こ
と
の
再
認
識
と
、
相
談

活
動
、
自
治
体
要
請
な
ど
、
組
合

員
、
家
族
、
そ
し
て
未
組
織
の
仲

間
に
寄
り
添
う
運
動
を
展
開
し
た

こ
と
。
そ
の
運
動
成
果
や
組
合
の

存
在
意
義
を
内
外
に
示
し
、
組
織

拡
大
運
動
に
つ
い
て
も
月
間
目
標

及
び
年
間
目
標
を
達
成
さ
せ
、
2

0
2
2
年
1
月
を
3
年
ぶ
り
に
実

増
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
。
こ
の
到
達
を
確
信
に
「
新
組

織
拡
大
・
確
立
強

化
の
3
カ
年
計

画
」
最
終
年
の
2

0
2
2
年
は
、
安

定
し
た
1
7
5
0

人
支
部
を
建
設
す

る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
唐
鎌
昭
二
。
副
委
員
長
・
本
間

益
仁
、
佐
藤
正
広
、
柴
崎
憲
一
、

小
坂
剛
（
待
遇
）
。
書
記
長
・
島

崎
慶
一
。
書
記
次
長
・
関
真
太
郎
、

渡
辺
裕
介
、
山
内
真
実
。

安定1750人支部めざして

【
清
瀬
久
留
米
・
書
記
・
村
井

瑛
道
通
信
員
】
4
月
3
日
、
清
瀬

け
や
き
ホ
ー
ル
に
て
清
瀬
久
留
米

支
部
第
54
回
定
期
大
会
を
代
議
員

68
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
仲
間
づ
く
り
の
た

め
の「
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
運
動
」

を
分
会
や
群
、
各
専
門
部
、
そ
し

て
支
部
の
執
行
部
が
前
進
さ
せ
、

い
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む

仲
間
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た

め
の
組
合
運
動
を
進
め
る
こ
と
が

提
案
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
出

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
半
日
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
し
た
代
議
員
そ
れ

ぞ
れ
が
新
年
度
の
決
意
を
固
め
、

サ
イ
レ
ン
ト「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
前
川
達
夫
。
副
委
員
長
・
尾
芦

富
雄
、
川
村
裕
也
、
笹
原
康
弘
、

五
十
嵐
留
夫
。
書
記
長
・
小
田
澤

陽
一
。
書
記
次
長
・
砂
川
恵
、
本

島
厚
司
、
高
倉
一
歩
。

【
墨
田
・

書
記
・
三
上

竜
起
通
信

員
】
4
月
10

日
、両
国
の

Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー

ル
に
て
第
64

回
定
期
大
会

を
開
催
、
コ

ロ
ナ
対
策
の

た
め
各
分
会

の
代
議
員
数

を
3
人
と

し
、
密
集
を

避
け
、
午
前

の
み
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
と
予
算
案
の
他
に
、

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
経
緯
、
そ
こ

か
ら
始
ま
っ
た
給
付
金
な
ど
に
触

れ
、
「
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
」

の
普
及
啓
発
な
ど
を
促
し
て
い
く

こ
と
、
住
宅
デ
ー
や
住
宅
ま
つ
り

の
あ
り
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
木
工
教

室
の
成
果
と
意
義
な
ど
、
今
後
の

地
域
活
動
に
つ
い
て
広
く
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ル
マ
ガ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
戦
略
な

ど
、
時
代
に
即
し
た
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
藤
川
善
清
。
副
委
員
長
・
福
井

寿
英
、
林
幸
樹
。
書
記
長
・
出
雲

洋
行
。
書
記
次
長
・
鈴
木
和
幸
、

長
妻
伸
治
。

小
平
東
村

山
支
部
は
4

月
24
日
、
小

平
市
福
祉
会

館
に
て
第
6

回
定
期
大
会

を
77
人
の
参

加
で
開
催
。

3
年
ぶ
り
に

フ
ル
で
の
1

日
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

井
上
委
員

長
は
あ
い
さ

つ
の
な
か

で
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
言
及
し
、
「
絶
対
に
戦
争
は
い

け
な
い
ん
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活

動
で
き
な
か
っ
た
こ
の
2
年
間
を

振
り
返
り
、
新
年
度
は
仲
間
づ
く

り
運
動
な
ど
を
中
心
に
「
巻
き
返

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
2
0
2
1
年

の
活
動
内
容
、
2
0
2
2
年
の
活

動
方
針
に
つ
い
て
確
認
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
花
小
金
井
分
会

の
梅
田
書
記
長
か
ら
新
役
員
探
し

に
ま
つ
わ
る
苦
悩
と
喜
び
の
歴
史

と
活
動
に
つ
い
て
、
主
婦
の
会
の

及
川
事
務
局
長
か
ら
は
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
へ
対
す
る

抗
議
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

午
後
に
は
5
つ
の
分
科
会
で
各

専
門
部
の
総
括
と
方
針
提
案
が
あ

り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

後
、
全
体
会
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
総
括
・
方
針
・
決
算

・
予
算
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
大
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
井
上
清
一
。
副
委
員
長
・
菊
地

智
彦
、
飛
田
重
夫
、
谷
口
庄
一
。

書
記
長
・
石
塚
一
広
。
書
記
次
長

・
奥
田
八
志
、
増
田
邦
彦
、
須
賀

哲
也
。

前川委員長

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク
清
瀬
久
留
米
、
小
平
東
村
山

西
東
京
、
村
山
大
和

実
増
達
成
で
き
た

西東京

「巻き返していく」

２年ぶりに招集で

１日開催は３年ぶり

次
は
安
定
１
７
５
０
人
を

ウクライナ決議も

参
加
者
、決
意
固
め

清 瀬
久留米

サ
イ
レ
ン
ト「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

小

平

東
村
山

村
山
大
和

重点は群組織強化

混
迷
す
る
世
界
で

江戸川

制約の中、旺盛な活動

命
・
平
和
・
生
活
守
ろ
う

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信

江東

時
代
に
即
し
活
動
推
進

墨
田

江
東
ブ
ロ
ッ
ク

江
東
ブ
ロ
ッ
ク
墨
田
、江
東
、江
戸
川


